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V78b ALMAコミッショニング: システム評価 II

○松下聡樹（JAO/台湾中央研究院天文及天文物理研究所）、森田耕一郎（JAO/国立天文台）、
ほか JAO CSVチーム、ARC CSVサポートチーム

ALMAの科学的評価試験（Commissioning and Science Verification; CSV）メンバーは 2011年度中に始まる
初期科学運用に向けて様々な活動を行っており、その中のシステム評価グループは、天体からやって来た電波が
アンテナや受信機、相関器などの ALMA観測システム全体を経由してデータとして出てきた時、観測システム
内でどのような影響が出たかの評価を行うグループである。ALMAは観測データが達成していなければならない
安定性等の目標数値が決められており、システム評価グループはデータがその目標数値を達成しているかの評価、
また問題がある場合はその問題点の指摘、改善等を行う。
現在、システム評価グループは度々起こる問題の解決の他、実際の観測データで最も大事な振幅・位相の時間

方向の安定性、及び周波数方向（バンドパス）の安定性の評価を主に行っている。これまでの測定で振幅及び位
相の長時間安定性はほぼ目標数値に近い数値が達成されている。これらの測定では大気の影響を取り去らなけれ
ばならないため、測定に伴って、水蒸気ラジオメータを使った位相補償の効果、及びその限界の調査も行ってい
る。またスプリアス（漏れ混んで来る不必要な信号）の全周波数帯域での調査、及びこれの削除も進行中である。
本講演及びポスターではこれらの現状を報告する。


